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ストロベリーを、
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イチゴの免疫機能を葉への紫外線照射で活性化。

うどんこ病等の対策をサポートします。

お問合わせはこちら
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POS

https://panasonic.co.jp/ls/pldv/f-products/UV-B/

パナソニック ライティングデバイス（株） お客様相談センター

0120-878-213
ホームページはこちら

※携帯電話・PHSからもご利用になれます

受付時間　9：00～17：00（平日）

このパンフレットの記載内容は2021年7月現在のものです。 パナソニック ライティングデバイス株式会社 2021

NEW

※寿命（平均値）は紫外線量に基づき設定しており、保証値ではありません。

設置プラン作成については、下記項目に必要事項をご記入いただき
フリーダイヤルまでお問い合わせください。



潜伏期間
10～15日

UV-B電球形蛍光灯の特長

＊エビデンス情報：福島県農業総合センター様の圃場（4㎡）にてイチゴうどんこ病を抑制することを検証。＊この商品は病害の被害を軽減することはできますが、病害をゼロにできるものではありません。
※1当社実験結果であり、品質保証期間ではありません。夜間３時間で年間8カ月点灯の場合、約6年間に相当します。

葉への適度なUV-B照射により、イチゴの免疫機能を
活性化させ、うどんこ病の発生を抑えます。

UV-B照射により農薬使用量を削減。散布回数削減や
人体への影響を抑えた作物を生産できます。

電球形蛍光灯と同形状で、E26ソケットに取り付け可能。
UV-B照射効果は約4500時間と長寿命※1です。

※

紫外線（UV-Ｂ）を照射し、
植物病害を防除。
農薬の散布回数を削減。

設営の目安

［ SPWFD24UB2PAの場合 ］

［ SPWFD24UB2PBの場合 ］

［ SPWFD19UB3PCの場合 ］

紫外線（UV-B）の
光を葉に照射

うどんこ病抑制（免疫力を高める） 苗場、本圃に使用し、病害発生が周年低減しました。

0時～3時までの夜間1日3時間照射

葉裏に生息する
ハダニには届かない

21 適度な刺激により
免疫機能が活性化

遺伝子を活性化

3 植物病害（うどんこ病）の
発生を抑制

イチゴ自身の免疫機能を高める

植物病害を抑制する
紫外線（ＵV-B）を照射。

農薬散布回数を削減し、
安心・安全な農作物づくりをサポート。

コンパクトで取付け簡単。
しかも長寿命。※1

未照射 照　射

ハダニの増殖を抑制

UV-Bがハダニ卵の孵化、発育、産卵の抑制効果があります。
反射シートとの組み合わせで、より効果的な撃退が可能です。

栽培現場

小生子がキクの葉に
付着・感染（角皮感染）

白さび病抑制

母株・育苗圃場、低UV-B強度で長時間（朝6時終了とし、4～6時間）使用し、
小生子の葉への付着・感染時の菌糸伸長を抑制（特に上位五葉で）しました。

UV-B照射
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可能

小生子が
風等で
飛散

課題

＊イラストはイメージです。実際は葉に照射することで効果が得られます。
＊病害の被害を軽減することはできますが、病害をゼロにできるものではありません。

IPM（総合的病害虫管理）

UV反射材で葉裏に
UV-Bを照射※2

ハダニと天敵を
「葉裏」に追い込む

※2 試験機関：兵庫県立農林
　　水産技術総合センター様

天敵例：カブリダニ

UV-B照射材 天　敵

対策

上位五葉が
中心

＊現在、電球形での実証試験を実施中

冬胞子形成

＊SPWFD19UB3PCについては今後効果検証予定

＊タフナレイ（生産終了）による実証結果

設置例


